





On the Historical Changes of Bridges and the
Tendency of Their Progress (1) : The
Introduction and the Bridges of Ancient Times,
Middle Ages and the Renaissance in Europe and
America










On the Historical Changes of Bridges and the Tendency of Their Progress (1) 
The lntroduction and the Bridges of Ancient Times， Middle Ages 
and the Renaissance in Europe and America 
Sakutaro Nakamura 
Abstract 
As an introduction the pr巴5巴ntwnter st旦t巴dhis opinion on th巴originof bridges and the tendency of their 
historical progress， and moreover h巴 discuss巴dand stated in ful on the bridges of the first half period 






いまでも船に残っているが，このチュ一トン系の言語は Brug(オランダ)， Bro (スウェーデン，
ノルウエー )， Brucke (ドイツ)と変化し，ラテン系では Ponから Ponte(イタリア)， Pont (フ

































































































































































































































































































(a) ローマ時代におけるアーチ橋の構造 (b) フランスのニイムに架けられたガールの水道橋
ロト一橋(左) セステウス橋(奥) ファブリチオ橋(右)



























































































































































図-21 スペインのアルカンタラ橋 (866.1380) 
図-22 イタリーのベツキヨ橋(1345) 
(62) 
















































































































図-28 フランスの7 リ一橋 (1614-1634) 


































ロト一橋(イタリーのローマ，テレベ河， B. C. 46)，サン・エンジェル橋(イタリーのロー
マ，テレベ河， B. C. 134)，フアブリチオ橋(イタリーのローマ，テレベ河， B. C. 62)，セステ





ランスのパリ，初期 1141)，アゥーヰニヨンの橋(フランスのアゥーヰニヨン，ローヌ河， 1188)， 
古ロンドン橋(イギ 1)スのロンドン， 1176 -1209)，サンマルチン橋(スペインのトレド，タホ






ツエまたはフローレンス，アルノ河， 1567)， リアルト橋(イタリーのペニス， 1591)，ポン・
(67) 
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